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序

法
学
部
教
授
な
ら
び
に
慶
慮
義
塾
常
任
理
事
と
し
て
慶
慮
義
塾
と
法
学
部
の
学
問
と
教
育
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
田
中
俊
郎
教
授

が
、
本
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
定
年
に
よ
り
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
を
ご
退
職
さ
れ
る
。
田
中
先
生
は
日
本
の

E
U研
究
を
開
拓
・

推
進
さ
れ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
そ
の
活
躍
は
日
本
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
世
界
E
C学
会
の
副
会
長
を
は
じ
め
、
日

本

E
U学
会
理
事
長
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
E
U学
会
会
長
、
日
本
国
際
政
治
学
会
理
事
と
い
っ
た
要
職
を
通
じ
て
、
世
界
各
国
の

E

U
研
究
者
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
。
日
本
E
U学
会
で
は
、
一
九
八

O
年
の
日
本
E
C学
会
設
立
に
あ
わ
せ
て
理
事

お
よ
び
初
代
事
務
局
長
と
な
り
、
一
貫
し
て
そ
の
学
会
活
動
を
牽
引
し
支
え
て
こ
ら
れ
た
。
ま
た
塾
内
で
も
国
際
セ
ン
タ
ー
長
や
常

任
理
事
を
歴
任
し
、
義
塾
の
国
際
化
に
多
大
な
貢
献
を
も
た
ら
し
た
。
研
究
対
象
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

E
U
に
対
す
る
愛
情
と
、

母
校
で
あ
り
教
壇
に
立
つ
慶
慮
義
塾
に
対
す
る
愛
情
は
、
田
中
先
生
が
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
堂
々
と
誇
り
に
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ

た。
田
中
先
生
は
一
九
四
六
年
三
月
に
鳥
取
県
米
子
市
で
生
ま
れ
、
三
歳
の
時
に
は
東
京
に
引
っ
越
し
て
い
る
。
父
親
が
横
浜
正
金
銀

行
に
勤
め
て
い
た
関
係
で
、
幼
少
時
代
に
イ
ギ
リ
ス
で
の
学
校
生
活
を
経
験
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
帰
国
子
女
の
は
し
り
で
、
私
立

の
プ
レ
ッ
プ
・
ス
ク
ー
ル
で
「
小
英
国
紳
士
」
と
し
て
の
教
育
を
受
け
た
。
英
語
が
あ
ま
り
通
じ
ず
に
こ
に
こ
す
る
し
か
な
い
毎
日

で
あ
っ
た
と
振
り
返
る
が
、
社
交
的
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
先
生
は
サ
ッ
カ
ー
で
大
活
躍
を
す
る
こ
と
で
周
囲
の
尊
敬
を
集
め
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
だ
一
ポ
ン
ド
一

O
O八
円
の
時
代
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
イ
ギ
リ
ス
社
会
が
は
る
か
遠
い
時
代
で
あ
っ
た
に

序
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も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
見
事
に
交
友
を
広
げ
る
姿
は
、

田
中
先
生
の
ご
活
躍
に
通
じ
て
い
る
。

VI 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
者
に
混
じ
っ
て
堂
々
と
研
究
を
披
露
す
る
現
在
の

そ
の
後
、
本
塾
法
学
部
政
治
学
科
に
入
学
し
、
厳
格
だ
が
学
生
に
人
気
の
あ
っ
た
内
山
正
熊
教
授
の
研
究
会
に
入
り
国
際
政
治
学

と
西
洋
外
交
史
を
学
ば
れ
た
。
思
師
内
山
教
授
の
薦
め
も
あ
り
大
学
院
に
進
学
し
、
修
士
課
程
修
了
後
は
助
手
、
専
任
講
師
、
助
教

授
の
コ

l
ス
を
歩
ん
で
い
っ
た
。
法
学
部
に
入
学
後
、
本
年
の
定
年
に
至
る
ま
で
慶
慮
義
塾
で
の
生
活
は
四
六
年
に
わ
た
る
。
そ
の

問
、
田
中
俊
郎
研
究
会
（
俗
称
た
な
と
し
ゼ
ミ
）
は
政
治
学
科
の
一
大
人
気
ゼ
ミ
と
し
て
学
生
の
憧
れ
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
多
く
の

優
秀
な
卒
業
生
と
数
多
く
の
研
究
者
を
輩
出
し
て
き
た
。
日
本
に
お
け
る
E
U
研
究
の
若
手
研
究
者
の
多
く
が
田
中
門
下
生
で
あ
る
。

田
中
先
生
は
若
い
頃
、
こ
の
長
い
義
塾
で
の
教
員
生
活
を
見
通
し
て
、
「
河
岸
を
替
え
よ
う
。
そ
う
し
な
い
と
カ
ピ
が
生
え
て
し

ま
う
」
と
、
積
極
的
に
留
学
を
し
て
海
外
で
の
研
究
を
行
う
決
心
を
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
米
国
タ
フ
ツ
大
学
フ
レ
ッ
チ
ャ

ー
・
ス
ク
ー
ル
留
学
、
英
国
サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
留
学
、
ベ
ル
ギ
ー
で
の

E
C
日
本
政
府
代
表
部
専
門
調
査
員
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
院
（
E
U
I
）
、
さ
ら
に
は
ベ
ル
ギ
ー
の
欧
州
政
策
セ
ン
タ
ー
（
E
P
C
）
と
、
旺
盛
に
新
し
い
環
境
で

の
研
究
に
挑
戦
し
て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
色
鮮
や
か
な
研
究
活
動
が
、
現
在
の
世
界
に
広
が
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
き
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
D

思
師
内
山
教
授
は
、
「
田
中
君
は
事
務
能
力
が
あ
る
か
ら
使
わ
れ
る
よ
。
気
を
つ
け
た
方
が
良
い
よ
」
と
ア
ド
ヴ
ア
イ
ス
を
さ
れ

た
よ
う
だ
。
国
際
セ
ン
タ
ー
副
所
長
を
三
年
、
所
長
を
六
年
務
め
た
聞
に
数
々
の
新
し
い
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
慶

慮
義
塾
の
国
際
化
の
た
め
の
大
き
な
貢
献
を
な
し
、
さ
ら
に
は
、
安
西
祐
一
郎
塾
長
の
下
で
常
任
理
事
の
大
役
を
務
め
ら
れ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
内
山
先
生
の
予
言
は
的
中
し
た
と
い
え
る
。
常
任
理
事
時
代
に
、
三
田
会
を
通
じ
た
塾
員
関
係
の
仕
事
で
人
的
交
流

を
広
げ
、
国
際
交
流
担
当
で
義
塾
の
国
際
化
を
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
田
中
先
生
の
そ
れ
ま
で
の
歩
み
を
象
徴
す
る
よ
う
な
ご
活
躍

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
体
調
を
崩
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
四
年
の
任
期
で
こ
の
役
職
を
退
き
、
法
学
部
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
。



し
か
し
田
中
先
生
の
活
躍
を
求
め
る
声
は
後
を
絶
た
ず
、
引
き
続
き
数
々
の
役
職
を
こ
な
さ
れ
る
運
命
と
な
る
。
ま
ず
、
「
魅
力

あ
る
大
学
院
教
育
（
K
I
P
S）
」
の
代
表
と
な
り
、
法
学
研
究
科
に
お
け
る
政
治
学
教
育
の
拡
充
の
た
め
に
大
き
な
貢
献
を
な
し

た
。
す
で
に
欧
州
委
員
会
か
ら
の
公
認
の
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
・
チ
ェ
ア
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
た
田
中
先
生
は
、
そ
の
後
E
U
の
支
援

を
受
け
本
塾
先
導
研
究
セ
ン
タ
ー
の
認
可
を
受
け
た
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
慶
鷹
E
U
研
究
セ
ン
タ
ー
の
初
代
セ
ン
タ
ー
長
と
な
り
、
さ
ら

に
は
一
橋
大
学
と
津
田
塾
大
学
と
の
コ
ン
ソ
l
シ
ウ
ム
で
あ
る

E
U
研
究
セ
ン
タ
ー
の

E
U
S
I所
長
に
就
任
し
た
。
そ
れ
ら
に
加

え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

C
O
E
「
市
民
社
会
に
お
け
る
ガ
パ
ナ
ン
ス
の
教
育
研
究
拠
点
」
の
拠
点
リ
ー
ダ
ー
に
、
二

O
一
O
年
六
月
に

就
任
し
た
。
国
際
化
が
進
展
し
、
幅
広
い
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不
可
欠
と
な
る
現
在
の
研
究
教
育
環
境
に
お
い
て
、
田
中
先
生
の

指
導
を
求
め
る
声
は
後
を
絶
た
な
い
。

ま
た
、
日
本
に
お
け
る

E
U
研
究
を
長
年
牽
引
さ
れ
て
き
た
田
中
先
生
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
こ
の
分
野
の
最
良
の
テ
キ
ス
ト
と

評
さ
れ
る
『
E
U
の
政
治
』
（
岩
波
書
店
）
を
一
九
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
複
雑
な
欧
州
統
合
を
解
説
す
る
最
も
信
頼
で
き
る
専

門
家
と
し
て
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
現
在
二
七
カ
国
体
制
と
な
り
、
単
一
通
貨
ユ

l
ロ
が
危
機
に
直
面
す
る
中
で
、
不
透
明

さ
の
増
す
E
U
の
将
来
を
見
通
す
上
で
田
中
先
生
の
活
動
の
場
は
増
え
る
一
方
で
あ
ろ
う
。

私
個
人
と
し
て
の
田
中
先
生
と
の
お
付
き
合
い
は
、
私
が
大
学
院
生
の
時
代
に
遡
る
。
優
秀
な
研
究
者
と
し
て
の
道
を
一
直
線
に

歩
み
、
い
つ
も
若
手
教
員
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
田
中
先
生
は
わ
れ
わ
れ
後
進
の
憧
れ
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
長
い
お

付
き
合
い
に
な
る
が
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
田
中
先
生
の
口
か
ら
慶
慮
義
塾
と
法
学
部
に
つ
い
て
の
批
判
め
い
た
発
言
を
お
聞
き
し

た
こ
と
が
な
い
。
先
生
は
根
っ
か
ら
の
慶
麿
ボ

I
イ
で
あ
り
、
ミ
ス
タ
ー
法
学
部
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
少
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に

触
れ
た
が
、
田
中
先
生
は
一
九
九
二
年
以
来
、
慶
慮
義
塾
体
育
会
ソ
ッ
カ

l
部
長
と
し
て
部
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
、
こ
の
三
月
の

ご
退
職
ま
で
任
期
を
全
う
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

常
に
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
困
難
な
状
況
で
も
楽
観
主
義
を
失
わ
ず
、
周
り
を
配
慮
す
る
と
同
時
に
常
に
後
進
を
励
ま
す
こ
と
を
忘

Vll 
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れ
な
い
田
中
先
生
の
法
学
部
で
の
存
在
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
池
井
優
名
誉
教
授
が
「
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、
ば
っ
き
り
切
る
」

と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
魅
力
的
な
笑
顔
の
背
後
に
は
、
理
性
的
な
判
断
と
勇
気
あ
る
決
断
力
が
存
在
す
る
D

そ
の
田
中
先
生
が

法
学
部
を
離
れ
る
こ
と
は
、
大
変
に
巨
大
な
損
失
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

E
U研
究
の
日
本
で
の
中
心
的
な
拠
点
と
な
っ
た
慶
慮
義

塾
大
学
で
、
今
後
も
田
中
先
生
に
は
色
々
と
ご
指
導
を
頂
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
ま
た
法
学
部
に
お
い
て
田
中
先
生
の
学
問

を
継
承
す
る
細
谷
雄
一
准
教
授
も
、
先
生
の
良
き
薫
陶
を
受
け
て
す
で
に
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
で
活
躍
す
る
逸
材
に
育
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
田
中
俊
郎
先
生
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
、
本
号
を
謹
ん
で
進
呈
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

Vlll 

平
成
二
三
年
一
月

法
学
部
長

国

分

良

成


